
アカウンタビリティー向上

 ＰＦＩ手法による新刑務所（仮称：社会復帰促進センター）の設置について

初犯受刑者

１，０００人（男女各５００人）収容の男女混合施設

収容対象：

特　　徴：

男女共同参画

増加率の高い受刑者の
集禁化

Cf. リサイクル施設，周辺福祉
施設への食事提供など

民間の創意工夫の発揮

【参考 】過去５年間新受刑者の増加傾向
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累犯系統　 1.17倍

（注）平成１０年を１００とした増加率

初犯女子　 1.65倍

初犯男子　 1.52倍

有効な過剰収容対策

 再犯率の減少

◇再入所者の減少

刑事政策全般を活用した
ソフトな過剰収容緩和策

行刑改革会議からの提言等

受刑者の“人材還元”

運営目標の設定

1,000人以上の
過剰収容緩和策

公益・収益施設の併設
についての取組

競争意識の喚起

運営コストの削減

国民・地域
との“共生”

 ＩＴ技術の積極活用

処遇・警備への部分的
な民間委託の検討

施設運営を補完

官民協働

質の高い処遇の効果

治安インフラの整備

顕著な処遇効果，円滑な社会復
帰が見込まれる者に限定

 改善更生の期待大  多様で柔軟な処遇が可能

男女の職員が勤務

◇初犯受刑者の集禁化

民間委託のリスク
最小化

効率的な構造，効果的な機器

積極的な
政策評価過剰収容対策

◇収容の効率的回転

 施設内処遇から
社会内処遇へ　

Cf. 点字への翻訳作業など

公益性の高い
職業訓練の検討

社会奉仕的な
矯正処遇の検討

Cf. 構内外の巡回警備，正門
警備など


